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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
天
使
の
歌
声

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
２
０
Ａ

【
作
者
名
】

　
り
み

【
あ
ら
す
じ
】

　
実
母
に
殺
さ
れ
か
け
、
施
設
で
は
邪
険
に
さ
れ
、
心
を
閉
ざ
し
オ
ド
オ
ド
し

て
き
た
少
女
・
亜
香
。
そ
ん
な
少
女
の
持
ち
前
の
“
天
使
の
歌
声
”
に
よ
り
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
運
命
の
出
会
い
を
す
る
。
切
な
く
も
ど
か
し
い
純
愛
小
説
・
・
・

・
・
・
・
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第
一
話
　
天
使
の
歌
声
を
持
つ
少
女

《
第
一
話
　
天
使
の
歌
声
を
持
つ
少
女
》

―
―
東
京
都
内
の
某
施
設
。

こ
こ
に
は
、
１
８
歳
未
満
の
“
孤
児
”
が
た
く
さ
ん
暮
ら
し
て
る
。

―
―
３
０
２
号
室
。

「
お
い
、
食
事
だ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
ま
っ
た
く
、
気
味
が
悪
い
」

【
ガ
タ
ン
ッ
！
！
！
】

荒
々
し
く
扉
を
閉
め
て
か
ら
、
無
情
な
職
員
は
去
っ
て
行
く
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

少
女
は
、
食
事
に
少
し
手
を
つ
け
た
だ
け
で
、
後
は
パ
ン
と
牛
乳
を
持
っ
て
ど

こ
か
へ
去
っ
て
い
く
。

こ
の
少
女
の
名
は
―
―
宮
崎
　
亜
香
。
誰
も
誕
生
日
を
知
ら
な
い
し
、
亜
香
自

み
や
ざ
き

あ
か

身
も
自
分
の
誕
生
日
を
知
ら
な
い
。

整
っ
た
可
愛
い
顔
立
ち
な
の
に
、
そ
の
顔
は
い
つ
も
曇
っ
て
い
て
、
キ
レ
イ
な

瞳
は
い
つ
も
曇
っ
て
い
る
。

名
前
は
、
一
応
母
親
が
つ
け
た
。
母
親
は
、
亜
香
が
４
歳
に
ま
で
は
一
緒
に
い
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た
。
と
い
っ
て
も
・
・
・
い
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

５
歳
の
と
き
に
捨
て
ら
れ
て
、
１
０
年
経
つ
か
ら
、
亜
香
は
１
５
歳
だ
。

親
は
当
然
い
な
い
。
・
・
・
い
た
の
だ
け
ど
・
・
・
・
捨
て
ら
れ
た
・
・
・
・
。

髪
型
は
セ
ミ
ロ
ン
グ
。
あ
ん
ま
り
長
い
と
“
あ
の
こ
と
”
を
思
い
出
す
か
ら
、

伸
び
て
く
る
と
自
分
で
切
っ
ち
ゃ
う
。

思
い
出
し
た
く
も
無
い
過
去
―
―
―
首
に
あ
る
青
い
ア
ザ
―
―
―
・
・
・
・
・

亜
香
自
身
が
す
ご
く
苦
し
く
て
。
も
う
、
人
間
か
ら
逃
げ
た
く
て
・
・
・
・
。

【
ガ
ラ
リ
・
・
・
】

「
！
ニ
ャ
ァ
ァ
ン
ッ
！
！
」

「
・
・
・
・
・
・
ほ
ら
、
食
事
だ
よ
ぉ
・
・
・
・
・
・
」

亜
香
の
心
の
支
え
は
“
ネ
コ
”
。
誰
も
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

亜
香
は
“
愛
”
を
知
ら
な
い
。
“
人
間
”
を
信
じ
ら
れ
な
い
。

愛
が
ど
ん
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
人
間
と
ど
う
接
し
て
い
い
か
も
分
か

ら
な
い
。

だ
か
ら
、
人
間
に
嫌
わ
れ
る
。
だ
か
ら
ま
す
ま
す
・
・
・
・
人
間
不
信
に
な
る
。

“
笑
い
”
“
微
笑
み
”
を
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
人
前
で
笑
え
な
い
。

【
～
～
～
～
～
♪
～
～
♪
♪
♪
～
～
】

「
！
・
・
・
・
今
日
も
・
・
・
・
聞
こ
え
た
・
・
・
・
・
」

隣
の
音
楽
会
館
か
ら
、
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と
た
ん
に
嬉
し
そ
う
な
顔
。
け
ど
、
亜
香
は
こ
の
顔
が
“
笑
顔
”
だ
と
言
う
事

を
わ
か
っ
て
い
な
い
。
亜
香
は
笑
っ
て
い
る
け
ど
、
自
分
が
笑
っ
て
い
る
こ
と

を
わ
か
っ
て
な
い
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
あ
、
“
空
色
の
国
”
だ
・
・
・
。

・
・
・
ス
ゥ
ッ
・
・
・
・
・
」

小
さ
く
て
細
い
体
に
、
め
い
い
っ
ぱ
い
空
気
を
吸
い
込
ん
で
・
・
・
・
・
。

「
♪
こ
の
国
は
と
て
つ
も
な
く
青
い
ん
だ
よ

な
に
も
な
い
よ
　
だ
か
ら
い
い
ん
だ
よ
　
か
細
い
糸
が
　
私
達
を
つ
な
ぐ

周
り
見
て
ご
ら
ん
　
真
っ
青
だ
ね
　
明
る
い
よ
ね

つ
ま
ら
な
い
意
地
　
捨
て
て
ご
ら
ん
よ
　
ほ
ら
、
キ
レ
イ
で
し
ょ
う
？

こ
の
虹
を
　
一
緒
に
渡
ろ
う
　
さ
ぁ
、
向
こ
う
へ
一
緒
に
行
こ
う

こ
の
国
は
と
て
つ
も
な
く
青
い
ん
だ
よ
　
だ
か
ら
ネ
コ
の
よ
う
に
　
気
ま
ま
に

生
き
よ
う

青
の
国
は
空
色
の
国
　
キ
レ
イ
で
気
ま
ま
に
生
き
れ
る
国

青
の
国
は
空
色
の
国
　
み
ん
な
で
一
緒
に
暮
ら
そ
う
よ

青
の
国
に
は
　
愛
が
あ
ふ
れ
て
る

こ
の
国
は
と
て
つ
も
な
く
青
い
ん
だ
よ
　
だ
か
ら
イ
ヌ
の
よ
う
に
　
気
ま
ま
に

生
き
よ
う

青
の
国
は
空
色
の
国
　
キ
レ
イ
で
澄
み
切
っ
た
あ
た
し
の
心

青
の
国
に
は
　
愛
が
あ
ふ
れ
て
る
・
・
・
・
・
―
―
―
―
―
」

「
！
あ
っ
、
天
使
の
歌
声
！
」
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「
ホ
ン
ト
だ
！
こ
れ
、
昨
日
も
聞
こ
え
た
よ
ね
？
」

「
ウ
ン
ッ
！
な
ん
か
曲
が
昨
日
と
違
う
よ
ね
？
」

「
・
・
・
・
キ
レ
イ
な
声
だ
よ
ね
ぇ
・
・
・
・
・
、
甘
く
て
、
優
し
く
て
・
・
・

・
、
き
っ
と
歌
っ
て
る
人
、
美
人
な
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
・
・
・
・
・
」

「
こ
ん
な
き
れ
い
な
歌
声
が
出
せ
る
の
は
、
“
天
使
”
以
外
い
な
い
よ
ぉ
～
～

！
」

某
音
楽
会
館
。

音
楽
を
聴
き
に
来
た
人
々
が
噂
す
る
“
天
使
の
歌
声
”
。
あ
の
施
設
の
音
楽
室

で
し
ゃ
べ
っ
た
声
は
音
楽
会
館
に
聞
こ
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
使
の
歌
声
は

聞
こ
え
て
く
る
。

天
使
の
歌
声
―
―
亜
香
の
声
。

亜
香
に
は
特
別
な
才
能
が
あ
る
。
“
即
興
作
詞
才
能
”
。

亜
香
は
“
愛
”
の
意
味
を
知
ら
な
い
。
“
キ
レ
イ
”
の
意
味
を
知
ら
な
い
。
“

生
き
よ

う
”
の
意
味
す
ら
も
知
ら
な
い
。

け
ど
・
・
・
・
・
、
音
楽
を
聴
く
と
、
自
然
に
単
語
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ

を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
あ
わ
せ
て
歌
う
と
、
自
然
と
歌
が
出
来
て
し
ま
う
。
意
識
し

て
い
な
く
て
も
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
く
だ
け
で
単
語
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
だ
か
ら
、

作
詞
が
で
き
る
。

そ
し
て
・
・
・
・
・
、
亜
香
は
“
天
使
の
歌
声
”
を
持
っ
て
る
。
甘
く
て
優
し

く
て
ど
こ
か
切
な
い
声
。
一
流
の
歌
手
で
も
歯
が
立
た
な
い
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
フ
ゥ
・
・
・
・
・
・
・
、
・
・
・
・
ね
ぇ
、

ネ
コ
ち
ゃ
ん
？
・
・
・
“
愛
”
っ
て
何
だ
ろ
う
ね
？
・
・
・
頭
に
浮
か
ぶ
の
・
・
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・
で
も
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
の
・
・
・
・
・
・
、
っ
っ
・
・
・
・
・
！
！
！
」

【
ド
ッ
ク
ン
ッ
・
・
・
・
！
！
ド
ッ
ク
ン
ッ
・
・
・
・
！
】

な
ぜ
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
“
愛
”
の
意
味
を
考
え
る
た
び
胸
が
苦
し
く
な
り
、

“
あ
の
こ
と
”
を
思
い
出
す
。

苦
し
く
て
も
ど
か
し
く
て
・
・
・
・
、
死
に
た
く
な
る
。

“
愛
”
の
意
味
を
分
か
ら
ず
、
少
女
は
今
日
も
暮
ら
し
て
い
く
。

―
―
で
も
、
こ
の
と
き
神
は
、
生
ま
れ
て
く
る
世
界
を
間
違
え
た
“
天
使
”
を

見
つ
け
、
“
幸
せ
”
を
授
け
よ
う
と
す
る
の
だ
。

で
も
、
“
堕
神
”
が
そ
れ
を
邪
魔
し
、
“
天
使
”
の
羽
を
も
ご
う
と
す
る
。

だ
し
ん

天
使
は
・
・
・
・
・
・
、
幸
せ
を
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
・
―
―
―
―
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第
二
話
　
神
と
天
使

【
～
～
～
♪
～
～
～
♪
♪
♪
～
～
～
～
】

音
楽
会
館
で
は
ピ
ア
ノ
の
音
が
鳴
り
止
ま
な
い
。

“
特
別
音
楽
室
”
―
―
今
は
誰
も
使
っ
て
な
い
。
“
一
人
の
男
”
を
除
い
て
。

竹
中
　
裕
也
―
―
２
４
歳
の
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
。

た
け
な
か

ゆ
う
や

音
楽
会
館
の
玄
関
に
は
、
大
き
い
ポ
ス
タ
ー
に
裕
也
の
写
真
。
そ
し
て
、
『
天

才
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
竹
中
裕
也
！
！
１
１
月
２
０
日
、
リ
サ
イ
タ
ル
！
！
』

と
い
う
見
出
し
。

愛
の
多
い
家
庭
に
生
ま
れ
育
ち
、
何
不
自
由
な
く
育
っ
た
お
坊
ち
ゃ
ん
。
ピ
ア

ノ
が
生
き
が
い
で
、
ピ
ア
ノ
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
て
、
今
じ
ゃ
“
天
才
”
と
呼

ば
れ
、
こ
の
音
楽
会
館
に
走
ら
な
い
人
が
い
な
い
ほ
ど
の
実
力
者
。

裕
也
は
優
し
く
て
温
厚
で
慈
悲
深
い
性
格
で
。
そ
れ
ゆ
え
に
フ
ァ
ン
も
多
く
て
。

裕
也
は
、
ピ
ア
ノ
の
神
―
―
神
な
の
だ
。

【
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
・
・
・
・
】

「
！
館
長
！
」

「
す
ば
ら
し
い
ね
、
裕
也
君
」

「
恐
れ
入
り
ま
す
」

館
長
は
裕
也
が
小
さ
い
と
き
か
ら
可
愛
が
っ
て
て
、
裕
也
も
館
長
に
な
つ
い
て

た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
君
の
ピ
ア
ノ
の
音
は
・
・
・
・
・
・
、
“
天
使
”
も
聞
い

て
る
よ
う
だ
。
」

「
え
？
」

「
・
・
・
・
・
聞
い
た
ん
だ
。
“
天
使
の
歌
声
”
を
」

「
・
・
・
・
天
使
の
歌
声
・
・
・
・
・
？
」

「
甘
く
て
、
柔
ら
か
い
声
な
ん
だ
・
・
・
・
、
本
物
の
天
使
が
歌
っ
て
い
る
か
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の
よ
う
な
・
・
・
・
そ
ん
な
声
だ
っ
た
ん
だ
。
・
・
・
・
そ
れ
も
、
“
君
の
ピ

ア
ノ
に
だ
け
”
あ
わ
せ
て
歌
っ
て
い
る
ん
だ
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
僕
の
ピ
ア
ノ
に
・
・
・
・
だ
け
？
・
・
・
・
ハ
ハ
ッ
、
そ
れ
は
光

栄
で
す
ね
。
天
使
に
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ん
て
。
・
・
・
・
な
ら
、
そ
の
天

使
に
、
一
度
会
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
ね
・
・
・
・
・
・
」

―
―
施
設
。

施
設
で
は
相
変
わ
ら
ず
亜
香
は
孤
独
で
。

苦
し
く
て
寂
し
く
て
死
に
た
く
て
。

「
ね
ぇ
・
・
・
・
、
あ
の
子
、
“
亜
香
”
っ
て
名
前
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
！
」

「
へ
ぇ
ー
！
あ
い
つ
し
ゃ
べ
ら
な
い
か
ら
さ
、
い
る
こ
と
自
体
し
ら
な
か
っ
た

ぁ
～
！
」

「
ア
ハ
ハ
ッ
！
！
！
い
え
て
る
ぅ
！
！
・
・
・
“
あ
か
”
な
ん
て
変
わ
っ
て
る

よ
ね
」

「
“
垢
”
だ
ら
け
だ
か
ら
じ
ゃ
な
ぁ
～
い
？
」

「
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
！
マ
ジ
言
え
て
る
ぅ
～
～
～
！
！
！
」

亜
香
は
誰
に
も
相
手
に
さ
れ
な
い
。
い
や
、
さ
れ
な
い
ほ
う
が
い
い
。

《
あ
ん
た
み
た
い
な
子
、
産
ま
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
》

《
あ
ん
た
が
あ
た
し
の
幸
せ
を
奪
っ
た
ん
だ
よ
！
！
》

《
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
―
―
―
！
！
！
何
も
か
も
お
し
ま
い
だ
、
お
前
の
せ
い
で

！
！
！
・
・
・
・
一
緒
に
死
ん
で
よ
・
・
・
・
ね
ぇ
・
・
・
・
死
に
な
さ
い
よ
・

・
・
・
死
ね
―
―
―
―
―
！
！
！
》

（
・
・
・
・
・
っ
っ
・
・
・
・
！
！
！
ゃ
ぁ
っ
・
・
・
！
！
い
ゃ
ぁ
ぁ
っ
・
・
・
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・
・
！
！
！
）

言
葉
に
な
ら
な
い
叫
び
を
上
げ
る
天
使
。

誰
に
も
助
け
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
孤
独
な
天
使
。

過
去
の
苦
し
み
と
い
う
鎖
に
囚
わ
れ
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
天
使
。

“
愛
”
を
知
り
た
い
の
に
邪
魔
さ
れ
て
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
天
使
。

今
日
も
天
使
は
叫
び
声
を
上
げ
て
い
る
。

―
―
助
け
て
、
た
す
け
て
、
タ
ス
ケ
テ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
！
！
！

怖
い
、
こ
わ
い
、
コ
ワ
イ
ヨ
・
・
・
・
・
！
！
！

人
間
が
怖
い
。
愛
が
怖
い
。
幸
せ
が
怖
い
・
・
・
・
・
！
！
！

そ
ん
な
天
使
の
苦
し
み
を
、
神
は
悟
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
・
・
・
・
・
・
・
、
こ
こ
か
・
・
・
」

“
神
”
―
―
裕
也
は
、
施
設
に
き
て
い
た
。

“
天
使
”
に
会
う
た
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

天使の歌声
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4120a/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4120a/

